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 この辞書がなければ，英語の新聞が読めないだろう。
 If it were not for this dictionary, you couldn't read an English newspaper.


　今回は「仮定法過去」「仮定法過去完了」を用いて，決まった表現をいくつかご紹介し
ようと思います。詳細については触れるつもりはありません。ご面倒でもそのまま覚える
作業をして下さい。
　「もし～がなければ」とか「もし～がなかったならば」という表現は日本語でもよく用
います。それを英語ではどう表現するか，それが今回のテーマです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
①　ｉｆ　ｉｔ　ｗｅｒｅ　ｎｏｔ　ｆｏｒ　～
　「もし～がなければ」というのは，ｉｆ　ｉｔ　ｗｅｒｅ　ｎｏｔ　ｆｏｒ～を用いて
表現します。冒頭の例がそれにあたります。今現在，～があるのだけれど，もし～がない
とするならば・・・」という気持ちが含まれます。仮定法過去の表現ですね。
　　　　　（注意）①ｂｅ動詞には，ｗｅｒｅを用います。　
　　　　　　　　　②直説法への英文は問題にしません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　他の例で検討してみましょう。
　⒜ If it were not for music, life would be very dull. 
　　（もし音楽がなければ，人生はとても味気ないものになるだろう）
　　＝実際には音楽が存在しているので，楽しい人生だ。
　⒝ If it were not for his effort, he would not succeed. 
　　（もし彼の努力がなければ，彼は成功していないだろう）
　　＝実際は彼は努力しているので，成功している。
　　　　　　
②　別の表現で言うと・・・　
　上の表現は次のように表されることがあります。
　⒜' Ｂｕｔ　ｆｏｒ  ｍｕｓｉｃ，　life would be very dull.
　⒜''Ｗｉｔｈｏｕｔ  ｍｕｓｉｃ，　life would be very dull.
　⒝' Ｂｕｔ　ｆｏｒ  ｈｉｓ　ｅｆｆｏｒｔ，he would not succeed. 
  ⒝''Ｗｉｔｈｏｕｔ  ｈｉｓ　ｅｆｆｏｒｔ，he would not succeed. 
次のようにまとめられます。　　　　　　　
　　　　ｉｆ　ｉｔ　ｗｅｒｅ　ｎｏｔ　ｆｏｒ～
　　　　　　　　　　　　　　　　←→ｂｕｔ　ｆｏｒ～／ｗｉｔｈｏｕｔ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
③　ｉｆ　ｉｔ　ｈａｄ　ｎｏｔ　ｂｅｅｎ　ｆｏｒ～
　過去の事実を基にすると，「もし～がなかったならば」という表現も可能です。それを
英語では，ｉｆ　ｉｔ　ｈａｄ　ｎｏｔ　ｂｅｅｎ　ｆｏｒ～で表します。下線部に注目
して下さい。先程のｗｅｒｅは仮定法過去の形でした。今回は「仮定法過去完了」の形で
す。「過去完了形」は大丈夫でしょうか？「ｈａｖｅ＋過去分詞」のうち，ｈａｖｅを過
去のｈａｄにするだけでよいのですよ。⇨過去完了形：ｈａｄ＋過去分詞形。
　では具体例で確認してみましょう。
　⒞ If it had not been for John, we would have lost the game.
　　（もしジョンがいなかったならば，私たちはその試合に負けていただろう）
　　＝実際はジョンがいたので試合に勝てた，ということ。
　⒟ If it had not been for your help, we could not have finished the job.
　　（あなたの助けがなかったならば，その仕事を終えることができなかっただろう）
　　＝実際はあなたが手伝ってくれたので，その仕事を終えることができた。
　　　　　　
④　別の表現で言うと・・・　
　上の表現は次のように表されることがあります。
　⒞' Ｂｕｔ　ｆｏｒ  Ｊｏｈｎ，we would have lost the game.  
　⒞''Ｗｉｔｈｏｕｔ  Ｊｏｈｎ，we would have lost the game.  
  ⒟' Ｂｕｔ　ｆｏｒ  ｙｏｕｒ　ｈｅｌｐ，we could not have finished the job. 
　⒟''Ｗｉｔｈｏｕｔ  ｙｏｕｒ　ｈｅｌｐ，we could not have finished the job. 
先程と同じように次のようにまとめることができます。　
　　　　ｉｆ　ｉｔ　ｈａｄ　ｎｏｔ　ｂｅｅｎ　ｆｏｒ～
　　　　　　　　　　　　　　　　←→ｂｕｔ　ｆｏｒ～／ｗｉｔｈｏｕｔ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤　書き換え問題に注意　
　下線部をｉｆを用いて書き換えよ，という問題に遭遇しました。　　
　But for his help, I could not have finished my homework in an hour. 
But for や Without がどちらの書き換えにも使えるのなら，自分が覚えているほうでい
いのかな？⇨とんでもございません。じゃぁどうするの？それはね，帰結節の動詞の形を
ご覧下さい。⇨・・・could not have finished ・・・と，『仮定法過去完了』の形です。
従って条件節に書き換える場合も，同じ『仮定法過去完了』の形を用いるのです。
答⇨If it had not been for his help, I could not have finished my homework～. 
訂正：第２７号の冒頭，「もし私が鳥ならば，～」の英訳は，If I were a birdが
正しい。お詫びいたします。『急(せ)いては事をし損じ』ました。申し訳ありません。
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 　　　太陽が西から昇るようなことがあっても, 私は心を変えないでしょう。
       If the sun were to rise in the west, I would not change my mind.


　今回はすこしニュアンスの異なる表現形式についてご紹介いたしましょう。言葉として
は『仮定法未来』といわれるものです。しかしこの言葉には誤解を生じさせる要素があり
ます。つまり，これまでの「仮定法過去（完了）」と同類の印象を与えかねないのです。
仮定法過去（完了）は，ある『事実』に反する内容について述べる表現でしたね。また，
形式を重視した表現でした。
　それに対して，「仮定法未来」というのは，内容を重視した表現なのです。その上，事
実というのは現在と過去の，明確な状況について述べる言葉です。未来のことはだれにも
分からず，ただ神のみぞ知る世界です。これは事実というには少し問題があります。
　さぁ，どんな使い方をするのでしょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●未来を表す仮定法　
　　　　　　
⑴　現在・未来の実現の可能性の少ない仮定
　次の例文を見て下さい。
　⒜ If I should be free tomorrow, I would[will] go skiing with you.
　　（もし明日ひまならば，君と一緒にスキーに行くのだが）　　　　　　　　
  彼の明日の予定は，忙しすぎて，とてもスキーに行ける状況ではありません。しかし，
ひょっとしたら人の助けを借りることにより，スキーに行ける可能性があるかも知れませ
ん。後半の帰結節内の助動詞は，過去形でも現在形でもＯＫなのですが，どのような違い
があるのでしょうか。
　⒜の文において，スキーに行ける可能性が少しでも多ければ，現在形の助動詞ｗｉｌｌ
を使えばよいのです。その反対に少ないのであれば過去形のｗｏｕｌｄを使えばよいので
す。次の文はどのようなニュアンスを持つと思われますか？
　⒝ If we should land on the moon, it would probably look like a dead world. 
　　（もし月に着陸すれば，恐らく死の世界でしょう）
　現在は年に何度もスペースシャトルが打ち上げられています。日本人も何人か宇宙に飛
び立っています。そのような時代ですし，また宇宙旅行も現実のものになりそうな気配す
らあります。経済的な問題はありますが，月面着陸の可能性は，少ないながらもあります。
このような場合には，帰結節内には，助動詞の過去形を用います。
　これらのことを表す形は次のようにまとめられます。
　Ｉｆ　主語＋ｓｈｏｕｌｄ＋原形＋～，主語＋助動詞の過去形（現在形）＋原形・・・
　意味⇨もし万が一～するならば，・・・だろう　　　　　　　　　　　
⑵　現在・未来のありえない仮定　　　　　　
　⑴で述べた場合とは異なり，百パーセント実現性の可能性がない場合は，次のような英
文を使うことになります。
　⒞ If you were to be born again, what would you like to be ?
　　（もし生まれ変われるとしたら何になりたいですか）
⒜のようにｓｈｏｕｌｄを用いる場合と異なり，ｗｅｒｅ　ｔｏを用います。
　　　Ｉｆ　主語＋ｗｅｒｅ　ｔｏ＋原形＋～，主語＋助動詞の過去形＋原形・・・
　　　意味⇨仮に～することになれば，・・・だろう　　　　　　　　　　　
　さまざまな宗教がありますから，「生まれ変われる」と信じている人もいるでしょう。
しかし一般的にはそういうことはありませんね。この場合の条件節の内容は百パーセント
あり得ないことです。単に「仮定」している表現，または「机上の空論」とでも言えばよ
いでしょうか？
　冒頭の例文でも同じ考え方ができますね。ご来光を拝むときには東の空に向かいます。
これはなぜか，もちろん太陽が東から昇るからです。「西から昇る」なんてことはあって
はなりません。この世の終わりですからね。つまり絶対あり得ないことなのです。
（注）ｗｅｒｅ　ｔｏを用いる仮定法の場合，ｅｖｅｎの意味が入る場合があります。つ
　まり，ｅｖｅｎ　ｉｆ～「たとえ～だとしても」の意味でとらえます。冒頭の例文には
　この意味が入っています。
　●『未来を表す仮定法』，これには２種類が存在します。起こりうる実現の可能性によ
り，⑴と⑵の２つの形式があります。使い分けに注意しておきましょう。
⑶　直説法のｉｆに，３種類の意味　
　普通の文において接続詞のｉｆを用いる場合，次の３種類の意味を考えておきます。


 副詞節


①条件「もし～ならば」
②譲歩「たとえ～だとしても」
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 名詞節

③

 「～かどうか」(whetherでも同じ)









　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　① If it rains tomorrow, he will not come.
　② (Even) If he is poor, he looks happy.（貧しくても幸せように見える）
　③ I don't know if[whether] he will come. （彼が来るかどうかわからない）
★今後注意しなければならないのは，仮定法と①との区別です。
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 　　　　　　助動詞の過去形⇨仮定法の帰結節，では条件節はどこに？


　これまでは仮定法の一般的な形式（「条件節」＋「帰結節」）について検討してきまし
た。そして「助動詞の過去形を見たら仮定法（の帰結節）だと思え」とも述べてきました。
そこで次にすべきことは，帰結節に対応する条件節を探すことです。　　
　ところがそんなに事態は簡単ではありません。なぜか。それはｉｆを用いないで条件節
の代わりとなる表現があるからです。私達はその表現を事前に知っておく必要があるので
す。仮定法の第一の関門にさしかかりました。頑張りましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ｉｆを用いない条件節　
　　　　　　
①　ｉｆの省略⇨倒置
　次の英文を見て下さい。ごく普通の仮定法の形です。
　⒜ If I were you, I would not do such a thing.
　　（私があなたなら，そんなことはしないでしょう）
この文において，最初の接続詞Ｉｆを単純に省略してみると，
　⒜'*I were you, I would not do such a thing.
　このままでは２つの英文なつながりません。２つの文をつなぐ接続詞がないからです。
そのために主語と動詞を「倒置」（疑問文の語順）させます。すなわち
　⒜''Were I you, I would not do such a thing.
疑問文の語順にはなっていますが，ｸｩｴｽﾁｮﾝﾏｰｸンがつきません。これにより疑問文の語順
だけど疑問文ではない⇨「ｉｆの省略による倒置」だ，と考えましょう。
他の例も見ておきましょう。
　⒝ Had I studied harder, I would have passed the exam.
　　（一生懸命勉強していたら合格していたのに）
　　= If I had studied harder, I would have passed the exam.
　　　　　　
②　前置詞（句）　
　⒞ If I were in your place, I would help him. 
　（私があなたなら，彼を助けてあげるのに）　　
この文で，太字の部分をソックリ省略して次のように言うことができます。
　⒞' In your place, I would help him. このイタリック体が前置詞句です。
  また，『英語教室第29号』でご紹介しましたように，if it were not for～やif it had 
not been for～を but for～, without ～で言い換えることも可能でしたね。
　⒟ Without your help, I could not have finished the work in an hour.
　（君の助けがなかったならば，その仕事を一時間で終えることができなかったでしょう）
 = If it had not been for your help, I could not have finished the work in an hour.
　　　              
③　不定詞・分詞
　⒟ If you heard him speak Chinese, you would take him for a Chinese.
　　（彼が中国語を話すのを聞けば，彼を中国人だと間違えるだろう）
　（注）ｔａｋｅ　Ａ　ｆｏｒ　Ｂの形で「ＡをＢだと思う，考える．間違える」。
　hear his speakの部分は「知覚動詞＋目的語＋原形」で，「～が・・・するのを

する」。





  この文の条件の部分を次のように不定詞の出だしで表現することがあります。
　⒟' To hear him speak Chinese, you would take him for a Chinese.
　⒠ If he were born in another times, he would be a great artist.
　　（彼が別の時代に生まれていれば，偉大な芸術家になるのに）
　太字の部分をそっくり落として次のようにいうことが可能です。
　⒠'Born in another times, he would be a great artist.
　　　              
④　主語の名詞（句）
　⒡ A genius[ｼﾞｰﾆｱｽ] could solve[ｿﾙﾌﾞ] the problem.  
　普通の英文だと思って次のように訳してしまうことがあります。
　⒡？天才はその問題を解くことができた。
しかし，冒頭でも述べてきましたように，助動詞の過去形を見たら「仮定法だと思え」に
従って，仮定法過去の帰結節だと判断してみるとどうなるでしょうか？まず条件節に相当
する部分を探します。考えられるのは「主語」しかありません。
　　Ａ　ｇｅｎｉｕｓ　ｃｏｕｌｄ　ｓｏｌｖｅ　ｔｈｅ　ｐｒｏｂｌｅｍ．
　　　条件節に相当　　　仮定法過去の帰結節
　　　　　 ↓
　Ｉｆ　ｈｅ　ｗｅｒｅ　ａ　ｇｅｎｉｕｓ，と考えます。基本的な形にすると，⒡’に
なります。単なる条件節の部分への書き換えだけではありません。
　⒡' If he were a genius, he could solve the problem.　
　　　              
⑤　ｏｔｈｅｒｗｉｓｅ
　ｏｔｈｅｒｗｉｓｅという語は「そうでなければ，さもないと」という意味。この語が
仮定法の文で使われる場合にはある種の特徴があります。それは，手前に「事実を表す文」
が書いてある，ということです。「その事実を表す文とは異なる内容であるならば」とい
うのが条件節へと書き換えられます。
　⒢ He studied hard; otherwise, he would not have passed the exam.
　　　事実を表す文　　　　↓　　　　　　　　　　
　　　　　　    If he had not studied hard
